
坂出北インターチェンジは「命の道」、フルインター化の早期実現に向けて！！



2市議会だより
さかいで

３月定例会では、市長から一般会計予算をはじめ，予算関連議案 20
件が提案され、各常任委員会での議論を経て、いずれも原案のとおり可
決しました。（全議案の審議結果は 10ページをご覧ください。）

３月定例会では、市長から一般会計予算をはじめ，予算関連議案 20

26 年度予算案を審査

一般会計 ： 福祉や教育など市民のために広く使われる会計のこと
特別会計 ： 一般会計とは別に国民健康保険事業や下水道事業など、

特定の目的のために使われる会計のこと
企業会計 ： 水道事業や病院事業のように利用者が負担する経費（水

道料金や診察料）によって運営される会計のこと
財政調整基金 ： 年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てる基

金。市の貯金のようなもの

用 語 解 説

予　　算　　額 対前年度比

26 年度予算総額 ４７６億２, ７０１万円  2.2％増

一 般 会 計 ２２０億７, ７８０万円  1.8％減

特 別 会 計 １５８億５, ６９９万円  4.1％増

企 業 会 計 ９６億９, ２２２万円  ９.0％増

一般会計予算の概要

▼当初予算額は３年連続の減額です
が、土地開発公社の解散に伴う貸付
金及び貸付金収入の廃止を考慮する
と、実質 3.1%増（６億９, ０３０万
円）の積極予算となっています。

▼歳入予算では、市税等で対応しきれ
ない費用を、主に財政調整基金から
の繰り入れ（約７億８, ６００万円
　対前年度比 91.3%増）によって
まかなっています。

▼歳出予算では、補助費等が対前年度
比 21.1%増と大幅に増加していま
す。これは消費税率引き上げに伴う
影響を緩和するための国の給付金等
が主な要因と考えられます。また、
東臨港２号線の整備費の増額等によ
り、普通建設事業費が対前年度比
8.4%増となっています。

いよいよ議会がスタート
市長から 26 年度の市の運営方針や議案
の説明を聞きます

日頃の議員活動で市民の方からの課
題等を幅広く質問し、改善等を要望
します。　（３～８ページ参照）

議案等は委員会でしっかり議論し
ます。　　　（９ページ参照）

議案の分からない点を
質疑します。

３月　３日 本会議　施政方針・提案説明
 委員会　議会運営委員会

３月13日 本会議　（議案質疑・委員会付託）

 委員会　議会運営委員会

３月10日 本会議　一般質問（代表・個人）

３月11日 本会議　一般質問（個人）

３月12日 本会議　一般質問（個人）

３月14日 委員会　総務消防委員会

３月17日 委員会　教育民生委員会

３月18日 委員会　市民建設委員会

３月19日 委員会　新庁舎建設特別委員会

３月25日 本会議　委員長報告
 　　　　委員長報告への
 　　　　　　質疑・討論・採決
 　　　　追加議案の提案説明
 　　　　　　質疑・討論・採決

議 会 日 程
～開会から採決まで～

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

要CHECK!
要CHECK!

◎
賛
成
多
数
で
可
決

近
年
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
の

改
善
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
が
２
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

議
員　

前
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

以
降
は
、
当
分
値
上
げ
の
必
要

が
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
今

回
の
値
上
げ
の
主
な
要
因
は
。

 

市 　

平
成
25
年
度
の
会
計
収
支
に

つ
い
て
、
保
険
給
付
費
の
伸
び

が
対
前
年
度
比
６
％
程
度
高
く

な
る
結
果
、
実
質
収
支
が
２
億

円
程
度
の
赤
字
と
な
る
見
込
み

で
す
。

「
原
則
と
し
て
、
受
益
者
負
担
」
と

の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
被
保
険
者

に
「
無
職
者
・
低
所
得
者
」
が
多
い

と
い
う
国
保
の
構
造
的
な
問
題
も
あ

り
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
加
え
、

国
か
ら
の
財
政
支
援
の
拡
大
等
の
財

政
安
定
化
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

6868

34,435

H22

10,000

0

-10,000

-20,000

20,000

30,000

40,000

（単位 : 万円）国保会計収支と国保税の賦課限度額の推移

70
-20,000
（見込み）
-20,000
（見込み）

H25

74

78

82

7373

28,936

H23

77

7,707

77

H24

81

H26

国保会計収 賦課限度額

多数決で議案等の
賛否を決定します。



3 市議会だより
さかいで

代表質問

 

坂
出
北
イ
ン
タ
ー
フ
ル
化
の
早
期

実
現
に
向
け
建
設
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
の
結
成
を

問 

他
市
に
お
い
て
は
、
関
係
市
町
村
の

首
長
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
、
民
間
代
表
で
構
成
す
る
建
設
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
を
早
期
に
実
現
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
速
や
か
に
推
進
協
議

会
等
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答･･･
市
長

坂
出
北
イ
ン
タ
ー
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

は
、本
市
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

長
年
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
す
が
、
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
主
体
や

整
備
手
法
の
如
何
が
事
業
の
成
否
を
左
右

す
る
大
き
な
要
因
に
な
る
こ
と
か
ら
，
整

備
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
国
、
県
及
び

関
係
機
関
を
交
え
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
見
極
め

た
上
で
、
推
進
協
議
会
等
の
設
置
に
つ
い

て
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
適
切
に
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

 

市
道
東
臨
港
２
号
線
の
県
道
以
南
の

整
備
内
容
は

問 

市
道
東
臨
港
２
号
線
の
県
道
以
南
を

防
災
機
能
を
有
し
た
自
転
車
歩
行
者
道
と

し
て
整
備
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
詳

細
な
整
備
内
容
や
完
成
後
の
施
設
管
理

は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

県
道
33
号
線
か
ら
市
道
旭
町
５
号
線
ま

で
の
延
長
２
６
０
ｍ
の
区
間
を
、
災
害
時

に
は
避
難
路
と
し
て
、
ま
た
一
時
的
な
避

難
場
所
と
し
て
も
利
用
で
き
る
防
災
機
能

を
有
し
た
自
転
車
歩
行
者
道
を
幅
員
４
ｍ

で
整
備
す
る
も
の
で
す
。
地
域
の
方
か
ら

の
提
案
を
も
と
に
詳
細
設
計
を
行
っ
た
結

果
、
ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
や
防
災
機
能
を
有

し
た
ベ
ン
チ
等
を
設
置
し
た
道
路
と
し
て

平
成
26
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
い
き

ま
す
。

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
里
親
制
度
等
を
活
用
し
た
、
地
域
の

方
々
と
の
共
働
に
よ
る
管
理
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

教
育
委
員
会
の
制
度
改
革
で
本
市

の
教
育
は
ど
う
変
わ
る
の
か

問 

国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
教
育

委
員
会
制
度
改
革
に
よ
り
、
本
市
の
教
育

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。ま
た
、

教
育
に
対
す
る
自
治
体
首
長
の
権
限
強
化

が
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
が
、
綾
市
長
の
教

育
に
か
け
る
思
い
は
。

答･･･

教
育
長

教
育
長
の
任
免
権
等
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育

行
政
の
基
本
構
造
を
大
き
く
転
換
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
意
見
を
述
べ

る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
制
度

改
革
の
仕
組
み
が
機
能
を
よ
り
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
首
長
が
教
育
長
と
十
分
な
意

思
疎
通
を
図
る
の
は
当
然
と
し
て
、
教
育

委
員
会
と
の
間
で
、
地
域
の
教
育
課
題
、

教
育
の
在
る
べ
き
姿
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答･･･

市
長

教
育
行
政
の
中
立
性
、
継
続
性
、
安
定

性
を
担
保
し
つ
つ
、
教
育
委
員
会
と
互
い

に
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
市
政
運
営
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
教
育
委
員
会
の

機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
相
連
携
し
て
坂
出
の
人
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

地
域
防
災
力
の
強
化

	·

歴
史
、
瀬
戸
内
の
多
島
美
、
農
業
、
漁

	·

業
を
生
か
し
た
観
光
コ
ー
ス
の
設
定

教
育
の
情
報
化
の
推
進

	·

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
健
康
増
進

	·

一 般 質 問

代 表 質 問

一般質問は市政全般にわたり、市長その他執行機関に対し、事務の執行状況
や将来への方針等について、所信を質したり、報告や説明を求めるために行う
ものです。
３月定例会では所属３人以上の会派が代表質問を行うことができ、今定
例会では２会派が代表質問を行い、８名の議員が個人質問を行いました。
質問の要旨を質問順に掲載しています。
（代表質問は３～４ページ、個人質問は５～８ページに掲載しています）

中
河
哲
郎
議
員

新

政

会

自転車歩行者道（完成イメージ）
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代表質問

 
人
口
増
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
は

問 

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本

市
も
例
外
で
は
な
く
人
口
が
減
少
し
て
い

る
。「
人
口
増
や
し
て
元
気
な
町
に
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
市
長
も
現
在
２
期

目
に
入
っ
た
が
、
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

る
隣
接
地
の
宇
多
津
町
と
の
違
い
や
住
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基

本
的
な
考
え
は
。

答･･･

市
長

人
口
増
施
策
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の

で
あ
り
、
市
政
全
般
の
中
で
取
り
組
む
重

要
課
題
で
す
。
社
会
保
障
を
政
争
の
具
と

す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
ま

す
が
、
本
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
医
療
費
助
成

や
個
人
給
付
等
で
都
市
間
競
争
が
生
じ
て

い
る
現
状
下
、
費
用
対
効
果
や
継
続
可
能

な
制
度
で
あ
る
か
否
か
を
見
極
め
、
あ
ら

ゆ
る
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
新
た

な
に
ぎ
わ
い
創
出
を

問 

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
創
設
し

た
北
九
州
市
で
は
昨
年
17
本
の
ド
ラ
マ
や

映
画
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
タ
レ
ン
ト
や
ス

タ
ッ
フ
の
宿
泊
は
も
ち
ろ
ん
、
外
食
や
レ

ン
タ
ル
産
業
な
ど
の
経
済
効
果
は
３
億
円

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
も
テ
レ
ビ
ロ

ケ
が
再
々
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
を
あ
げ

て
支
援
す
る
体
制
を
作
り
、
さ
ら
な
る
に

ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

本
市
に
は
、
歴
史
ロ
マ
ン
薫
る
五
色
台

や
世
界
に
誇
る
瀬
戸
大
橋
、
瀬
戸
内
の
多

島
美
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
手
法
と
し
て
、

映
画
撮
影
な
ど
を
誘
致
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
、
地
域
の
活
性
化
や
文
化
観
光
の
振
興

が
図
れ
る
な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
誘
致
に

努
め
ま
す
。

  

学
校
再
編
整
備
実
施
計
画
の
後
期

計
画
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

問 

計
画
策
定
当
時
と
は
、
児
童
数
の
推

移
の
変
化
に
加
え
、
校
舎
の
耐
震
整
備
な

ど
ハ
ー
ド
面
で
の
状
況
も
か
な
り
変
化
し

て
い
る
。
今
後
、
後
期
計
画
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

答･･･

教
育
長

後
期
計
画
で

統
合
が
予
定
さ

れ
て
い
る
坂
出

中
学
校
と
東
部

中
学
校
は
、
両

校
と
も
耐
震
補

強
を
終
え
て
お

り
、
さ
ら
に
今

年
度
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し

た
ト
イ
レ
の
改
修
や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

行
う
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
統
合
を
考
え
る

に
当
た
っ
て
、
重
要
な
要
素
と
な
る
生
徒

数
に
つ
い
て
は
、
校
区
内
の
小
学
校
の
児

童
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
学
校
の

生
徒
数
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
る

可
能
性
も
あ
り
ま

す
。新

年
度
に
は
、

こ
う
し
た
状
況
分

析
と
将
来
予
測
を

行
い
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま

す
。

質
問
の
主
な
項
目

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱

	·

消
防
力
の
強
化

	·

さ
か
い
で
ま
ろ
の
活
用

	·

新
市
立
病
院
開
院
に
向
け
て

	·

いっしょに考えていきませんか
わたしたちのまちのこと

会議録のご案内

本会議での質問や答弁などの発

言は、毎回、会議録にまとめられ、

図書館または市議会ホームページ

から自由にご覧になれます。

ぜひご利用ください。

議会の傍聴のご案内

本会議、委員会はご自由に傍聴

いただけます。

また、お体のご不自由な方も車

いすのままで傍聴できますので、

お気軽にお越しください。

前
川
昌
也
議
員

市
民
グ
ル
ー
プ

未
来
の
会

東部中学校

坂出中学校

ドラマ収録風景



5 市議会だより
さかいで

個人質問

 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
成

果
は

問 

全
国
的
に
晩
婚
化
が
加
速
し
、
出
生

者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
有
効
な
人
口
増
施
策
と
し
て
本
年

度
よ
り
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
開

始
し
た
が
、
そ
の
活
用
状
況
や
成
果
、
周

知
方
法
は
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

不
妊
治
療
は
高
額
な
費
用
を
必
要
と
す

る
こ
と
か
ら
、
受
療
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
費
用
面
で
治
療
を
断
念
す

る
ケ
ー
ス
の
減
少
に
つ
な
げ
、
出
生
率
の

向
上
に
も
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
２
月
ま
で
の
実
績
は
、
助
成

決
定
者
８
名
、
件
数
11
件
で
、
年
齢
の
内

訳
は
20
代
１
名
、
30
代
４
名
、
40
代
３
名

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
名
の
方
が
妊
娠
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
に
加
え
、
指
定
医
療
機
関
へ
チ
ラ
シ

の
配
布
協
力
を
お
願
い
す
る
な
ど
市
民
へ

の
周
知

に
努
め

て
い
き

ま
す
。

 

巨
大
地
震
等
の
災
害
に
備
え
た
消

防
団
員
の
確
保
を

問 

消
防
団
員
は
火
災
に
備
え
る
だ
け
で

な
く
、
東
日
本
大
震
災
発
生
の
際
に
は
、

住
民
の
避
難
誘
導
や
救
助
に
活
躍
す
る
な

ど
そ
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、
団
員
数

は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
本
市
で
も
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
団
員
確
保
に
向
け
た
対
策
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
消
防
団
員
の
状

況
を
伺
う
。
ま
た
、
体
力
、
技
術
、
意
欲

の
あ
る
方
は
65
歳
の
定
年
後
も
、
１
年
延

長
し
て
契
約
す
る
な
ど
団
員
確
保
に
努
め

る
べ
き
で
は
。

答･･･

消
防
長

本
市
の
消
防
団
員
は
、
現
在
、
定
員

５
５
０
名
に
対
し
、
総
員
５
３
０
名
で
20

名
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
団
員
は
１
１
０
名
で
全

体
の
21
％
で
す
。
定
年
後
も
１
年
延
長
し

て
契
約
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
先
進
地

の
事
例
等
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
判
断
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

後
も
、
引
き
続
き
、
団
員
確
保
に
向
け
て

鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

 

新
年
度
に
お
け
る
「
愛
郷
育
」、

「
愛
敬
育
」
の
施
策
展
開
は

問 

市
長
は
、
２
期
目
就
任
以
来
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
と
し
て
「
愛
郷

育
」、「
愛
敬
育
」
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
施

策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答･･･

市
長

故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
む
「
愛
郷
育
」、

人
を
思
い
や
る
心
を
育
む
「
愛
敬
育
」
を

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
予
算
に
お
い

て
は
、「
さ
か
い
で
ま
ろ
」
広
報
推
進
委

員
会
負
担
金
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
補
助

金
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
、
ま

ち
歩
き
観
光
補
助
金
、
讃
岐
国
府
跡
探
索

事
業
、
塩
業
資
料
館
校
外
学
習
活
動
、
郷

土
愛
を
育
む
活
動
紙
芝
居
複
製
な
ど
に
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 

様
々
な
教
育
問
題
へ
の
対
応
は

問 

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
は
、
新
年

度
か
ら
市
教
育
委
員
会
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
が
、
本
市
で
は
結
果
を
公
表
し
て
い

く
考
え
か
。

答･･･

教
育
長

各
学
校
の
平
均
点
に
つ
い
て
は
、
学
校

地
域
の
序
列
化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
、
テ
ス
ト
は
学
力
の
一
側
面
し
か
測

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
公
表
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

問 

い
じ
め
等
を
理
由
に
指
定
校
を
変
更

し
、
校
区
外
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答･･･

教
育
長

保
護
者
の
気
持
ち
は
良
く
理
解
で
き
ま

す
が
、
学
校
も
教
育
委
員
会
も
い
じ
め
に

つ
い
て
の
正
確
な
把
握
に
努
め
、
そ
の
解

決
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
入
学
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
続
き
と
し
て
は
、
坂
出
市
立
小
・
中

学
校
指
定
校
変
更
許
可
に
伴
う
基
準
に
基

づ
き
指
定
校
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
い
じ
め
の
噂
が
あ
る
か
ら
指
定
校
を

変
更
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
現
在
の

と
こ
ろ
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

指
定
校
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
相

当
の
理
由
や
客
観
的
な
理
由
が
あ
る
場
合

に
は
、
教
育
委
員
会
で
十
分
に
審
議
し
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

脇

　芳
美
議
員
新

緑

質
問
の
主
な
項
目

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

	·

消
防
団
員
の
確
保

	·

電
力
自
由

	·

化
に
つ
い
て
の
本
市
の
対
応

質
問
の
主
な
項
目

第
５
次
坂
出
市
総
合
計
画

	·

債
権
回
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

	·

自
主
防
災
組

	·

織
の
活
動
支
援

斉
藤
義
明
議
員

市
民
の
声

個
人
質
問
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経
営
的
視
点
に
立
っ
た
公
共
施
設

管
理
体
制
の
確
立
を

問 

財
政
状
況
や
人
口
構
成
な
ど
将
来
の

変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
既
存
の
施
設
を

限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
有
効
に
活
用
し

て
い
く
た
め
、
幅
広
く
議
論
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
公
共
施
設
の
現
状
を

把
握
し
、
議
論
の
基
礎
と
な
る
資
料
と
し

て
「
白
書
」
の
作
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答･･･

総
務
部
長

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
基

礎
デ
ー
タ
を
集
め
た
資
料
作
成
は
、
施
設

の
総
量
の
抑
制
、
長
寿
命
化
、
維
持
管

理
、
跡
地
の
有
効
活
用
等
に
と
っ
て
重
要

で
す
。

平
成
26
年
度
早
々
に
、
国
か
ら
、
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
方
針
等
が
示
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
地
方
公
会

計
制
度
も
視
野
に
入
れ
、
関
係
部
局
で
整

備
を
図
っ
て

い
ま
す
。
そ

の
整
備
方
針

等
も
参
考
と

し
て
、
基
礎

デ
ー
タ
を
集

め
て
作
成
し

た
資
料
を
公

表
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

 

坂
出
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
「
里

山
巡
り
」
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組

み
を

問 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
有
効
と
さ

れ
る
里
山
歩
き
は
観
光
面
で
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。
観
光
協
会
が
４
月
か
ら
始
め

る
里
山
め
ぐ
り
を
活
用
し
て
、
特
典
付
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
創
設
や
里
山
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
な
ど
、に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

市
内
に
は
飯
野
山
を
は
じ
め
角
山
や
笠

山
な
ど
手
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
、
健
康

づ
く
り
に
適
し
た
里
山
が
数
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
観
光
協
会
の
主
催
に
よ
り
「
さ

か
い
で
里
山
め
ぐ
り
」が
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、
第
１
回
の
開
催
日
が
新
緑

時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
登
る
だ

け
で
な
く
、
散
策
し
な
が
ら
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
野
草
を
食
す
と
い
っ
た

内
容
を
組
み
込
む
な
ど
季
節
を
肌
と
舌
で

体
感
す
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
創
設
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
を
含
め
、
参
加
者
が
魅
力

や
興
味
を
感
じ
る
内
容
と
な
る
よ
う
観
光

協
会
と
と
も
に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
進
入
路
周
辺
道

路
の
拡
幅
を

問 

道
路
幅
員
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

車
両
の
交
互
通
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
進
入
路
周
辺

道
路
を
、
金
山
分
院
跡
地
の
墓
地
整
備
に

合
わ
せ
、
拡
幅
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
進
入
路
に
つ
な
が

る
市
道
南
新
開
２
号
線
は
、
幅
員
３
ｍ
程

度
と
狭
隘
な
道
路
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
福
江
松
山
線
は
、
南
部
公
民
館
進
入

路
ま
で
の
現
在
の
事
業
区
間
が
完
了
す
る

と
、
引
き
続
き
、
池
園
町
の
マ
ル
ヨ
シ
セ

ン
タ
ー
交
差
点
ま
で
の
区
間
、
約
２
２
０

ｍ
の
整
備
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
進
入
路
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
事
業
を
進
め
て
い
る
京
町

線
、
室
町
谷
内
線
の
進
捗
を
見
極
め
た
上

で
、
都
市
計
画
決
定
の
見
直
し
も
視
野
に

入
れ
、
整
備
区
間
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

 

公
会
計
制
度
改
革
を
推
進
し
、
地
域

目
線
で
財
政
状
況
の「
見
え
る
化
」を

問 

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
財
政

運
営
の
透
明
化
を
図
る
上
で
、
公
会
計
制

度
の
改
革
に
取
り
組
み
、
複
式
簿
記
・
発

生
主
義
会
計
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
大
前
提
と
な
る
固
定
資
産
の
台
帳
整

備
の
状
況
は
。

答･･･

総
務
部
長

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や
更
新
等
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
も
、

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
国
の
基

準
に
基
づ
き
、
台
帳
整
備
の
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
活
用
で
き
る
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
現
在

作
成
し
て
い
る
貸
借
対
照
表
は
、
固
定
資

産
台
帳
の
数
値
で
は
な
く
、
よ
り
簡
易
な

総
務
省
方
式
改
定
モ
デ
ル
に
よ
り
作
成
し

て
お
り
、
固
定
資
産
台
帳
と
の
整
合
性
は

図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
他
市
町
の
動
向
も
留
意
す
る
中
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
有
効
な
活
用
が
行
え
る

よ
う
、
台
帳
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を

遅
滞
の
な
い
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

公
共
施

	·

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

食
の
魅
力
の
開
発

	·

音
楽
で
に

	·

ぎ
わ
い
づ
く
り

質
問
の
主
な
項
目

情
報
通
信

	·

格
差
の
是
正

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

	·

法
人
市
民
税
の
国
税
化

	·

出
田
泰
三
議
員

市
民
の
声

松
成
国
宏
議
員
公
明
党
議
員
会

里山めぐりツアー

金山ニュータウン進入路周辺
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法
定
外
繰
り
入
れ
に
よ
り
国
保
税

の
据
え
置
き
を

問 

国
保
世
帯
へ
の
高
負
担
を
解
消
す
る

た
め
、
国
庫
負
担
金
等
の
増
額
を
求
め
る

と
と
も
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

市
町
村
国
保
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
等

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
や
国

保
中
央
会
等
を
通
じ
、
国
に
要
求
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

か
ら
適
当
で
な
い
旨
の
指
摘
が
あ
り
ま
す

が
、
福
祉
医
療
費
助
成
の
実
施
に
よ
り
減

額
さ
れ
て
い
る
国
庫
負
担
金
等
を
補
填
す

る
た
め
、
平
成
26
年
度
よ
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。

今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る
国
保
制
度
改

正
の
影
響
を
見
な
が
ら
、
国
保
税
率
の
見

直
し
も
含
め
、
法
定
外
繰
り
入
れ
の
在
り

方
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

さ
ら
な
る
人
口
増
施
策
の
展
開
は

問 

市
長
は
、
こ
れ
ま
で
人
口
増
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
チ
ー
ム
に
よ
る
提

案
を
基
に
保
育
料
引
き
下
げ
、
出
産
祝
い

金
の
増
額
な
ど
を
実
施
し
、
新
年
度
に
は

さ
ら
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
や
新

婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
制
度
の
創
設
な
ど

次
々
と
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の

更
な
る
施
策
の
充
実
方
向
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

答･･･

市
長

「
人
口
増
や
し
て
元
気
な
町
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
市
長
に
就
任
し
、「
坂
出
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」「
坂
出
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
さ
ら
に
は
「
坂
出
に
住

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
町
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
人
口
増
施
策
の

全
体
的
な
理
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か

ら
の
提
案
実
現
も
可
能
な
範
囲
で
取
り
入

れ
な
が
ら
、
多
く
の
方
の
意
見
を
伺
う
中

で
、
制
度
の
有
効
性
や
公
平
性
、
財
政
的

に
持
続
可
能
な
制
度
で
あ
る
か
な
ど
を
検

討
し
、
人
口
増
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

を
見
直
す
考
え
は

問 

災
害
発
生
時
に
自
力
で
は
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
避
難
支
援

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
事
前
に
そ
の

名
簿
を
作
成
し
、
必
要
な
範
囲
で
消
防
な

ど
の
関
係
機
関
に
名
簿
情
報
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
本
市
の
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
計
画
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の

か
。

答･･･

副
市
長

多
く
の
高
齢
者
等
が
犠
牲
と
な
っ
た
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
加
え
、
本
人
の
同
意
の
も
と
、
名

簿
情
報
を
自
主
防
災
組
織
等
の
支
援
者
へ

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
後
、

要
支
援
者
の
把
握
や
名
簿
の
作
成
方
法
、

同
意
確
認
の
方
法
を
定
め
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
要
支
援
者
と
地

域
の
支
援
者
が
参
加
す
る
訓
練
の
実
施
な

ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

先
進
地
の
事

例
等
も
参
考
に
、

任
命
後
の
活
動

方
法
を
含
め
た

制
度
設
計
を
研

究
し
て
い
き
ま

す
。

 

旧
坂
出
ハ
イ
ツ
を
活
用
し
た
子
育

て
支
援
施
設
の
概
要
は

問 

新
年
度
よ
り
、
旧
坂
出
ハ
イ
ツ
を
新

た
に
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
で
の

世
代
間
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
等

が
得
ら
れ
る
地
域
支
援
に
加
え
、
子
育
て

に
関
す
る
情
報
の
集
約
や
提
供
を
行
う
利

用
者
支
援
機
能
を
備
え
た
地
域
機
能
強
化

型
の
施
設
と
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

旧
坂
出
ハ
イ
ツ
を
活
用
し
て
新
年
度
よ

り
整
備
す
る
子
育
て
支
援
施
設
は
、
子
育

て
中
の
親
子
の
交
流
や
育
児
相
談
、
情

報
提
供
を
行
う
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
に
安
全

で
健
全
な
遊
び
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。
利
用
者
支
援
機
能
と
地
域
支
援
機
能

を
備
え
た
地
域
機
能
強
化
型
の
事
業
の
実

施
に
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
機

能
の
充
実
等
の
効
果
が
見
込
め
ま
す
が
、

利
用
者
支
援
の
た
め
の
専
任
の
職
員
の
配

置
が
必
要
で
あ
り
、
施
設
の
運
営
・
管
理

方
法
等
と
併
せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

新
年
度
の
施
政
方
針

	·

カ
ヌ
ー
艇
使
用
料
徴
収
問
題

	·

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
方
針

	·

質
問
の
主
な
項
目

災
害
対
策
基

	·

本
法
の
改
正
に
伴
う
課
題

子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

	·

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	·

植
條
敬
介
議
員
新

夢

会

野
角
満
昭
議
員

日
本
共
産
党

議
員
会

震災時対策避難防災訓練
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個人質問

 
総
合
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
て

は
ど
う
か

問 

災
害
時
に
、
避
難
所
で
長
期
に
安
心

し
て
過
ご
す
た
め
に
、
停
電
時
に
使
用
す

る
発
動
発
電
機
、
暖
房
器
具
、
組
立
ト
イ

レ
、
布
団
セ
ッ
ト
、
移
動
可
能
な
炊
飯
器

な
ど
の
資
機
材
の
備
蓄
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
支
援
物
資
の
一
時
保
管
や
防
災

関
係
者
の
待
機
、
訓
練
、
ま
た
、
防
災
教

育
に
用
い
る
研
修
室
等
を
備
え
た
総
合
防

災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

総
務
部
長

現
在
、
内
閣
府
が
検
討
し
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
の
頻
度
の
高
い
地
震
の
被
害
想
定

の
避
難
者
数
が
平
成
17
年
３
月
に
出
さ
れ

た
南
海
地
震
の
被
害
想
定
の
避
難
者
数
を

大
き
く
上
回
る
可
能
性
が
あ
り
、
食
糧
や

水
等
の
生
活
必
需
品
等
の
備
え
は
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
消
防
団
の
待

機
場
所
、
訓
練
、
防
災
研
修
室
等
を
備
え

た
総
合
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
大
変
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

カ
ヌ
ー
人
口
の
底
辺
拡
大
と
競
技

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

問 

カ
ヌ
ー
競
技
指
導
者
等
の
人
材
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
競
技
関
係
者

確
保
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答･･･

教
育
部
長

引
き
続
き
地
元
協
会
が
組
織
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

カ
ヌ
ー
経
験
者
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

の
開
催
や
カ
ヌ
ー
審
判
員
養
成
講
習
会
等

へ
の
支
援
、
指
導
者
人
材
バ
ン
ク
を
設
置

す
る
な
ど
「
カ
ヌ
ー
指
導
者
育
成
事
業
」

を
新
た
に
実
施
し
、
カ
ヌ
ー
協
会
と
と
も

に
指
導
者
や
協
力
者
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

問 
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の

確
保
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答･･･

教
育
部
長

以
前
か
ら
地
元
要
望
も
あ
る
中
、
市
道

綾
坂
平
石
線
沿
い
の
県
有
地
を
新
た
に
取

得
し
、
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

 

学
校
現
場
で
の
課
題
解
決
の
た
め
に

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を
取
り
入

れ
て
は

問 

昨
今
、
い
じ
め
問
題
な
ど
学
校
現
場

の
み
で
は
解
決
困
難
な
事
例
が
増
加
し
て

い
る
が
、
学
校
現
場
に
弁
護
士
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
法
的
根
拠
に
基
づ
い
た
、
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
が
。

答･･･

教
育
長

現
在
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
事
業
と
し

て
、
香
川
県
教
育
委
員
会
が
学
校
問
題
解

決
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東

部
及
び
西
部
の
各
教
育
事
務
所
管
内
ご
と

に
、
１
名
の
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
選
任
さ
れ
て
お
り
、
小
中
学
校
に
お

け
る
理
不
尽
な
要
求
や
苦
情
等
の
、
学
校

だ
け
で
は
解
決
困
難
な
問
題
事
案
を
担
当

者
が
直
接
弁
護
士
に
相
談
し
対
応
し
て
い

ま
す
。

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
当
該
事

業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
現
場
で
の
様
々
な
問
題
に
苦
慮
し
て

い
る
教
職
員
等
の
負
担
が
軽
減
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

認
知
症
支
援
の
た
め
に
認
知
症
カ

フ
ェ
の
普
及
を
図
っ
て
は

問 

今
後
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
認

知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
等
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、
認
知
症
に
関
わ
る

誰
も
が
参
加
で
き
、
和
や
か
に
集
う
場
と

し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
同
様
の

事
業
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、認
知
症
の
人
や
家
族
が
集
え
る「
ほ

ほ
え
み
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
相
談
等
を

通
し
て
精
神
的
な
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
地
域
全
体
で
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認
知

症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
も
視
野

に
入
れ
た
運
営
方
法
等
、
先
進
地
の
事
例

も
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

新
規
職
員
の
採
用
計
画

	·

避
難
経
路
の
安
全
対
策
と
誘
導
の
徹
底

	·

災
害
対
策
用
物
資
の
備
蓄
状
況
及
び
備

	·

蓄
品
の
点
検
と
補
充
、
物
資
の
見
直
し

質
問
の
主
な
項
目

学
校
施
設
長
寿
命
化
改
修
の
手
引
き

	·

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

	·

社
会
福
祉
施
設
の
防
災
対
策
の
推
進

	· 山
条
忠
文
議
員

改
進
の
会

松
田

　実
議
員

社
会
民
主
党

議
員
会

駐車場用地周辺
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委員会レポート

特
典
の
充
実
に
よ
り
ふ

る
さ
と
納
税
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
は

３
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
豪
華
返
礼
品
を
贈
る
こ
と

で
知
名
度
向
上
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等
に
活

用
し
て
い
る
事
例
が
全
国
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
返
礼

品
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答	

現
在
、
５
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
に
金
時
人
参
な
ど
の
本
市
特
産

品
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
「
金
時
三
昧
」

を
贈
呈
し
て

い
ま
す
が
、

さ
か
い
で
ブ

ラ
ン
ド
等
の

よ
り
Ｐ
Ｒ
効

果
の
高
い
返

礼
品
に
つ
い

て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問	

定
住
促
進
策
と
し
て
新
た
に
開
始
す

る
新
婚
世
帯
に
対
す
る
家
賃
補
助
に
加

え
、
新
築
に
対
す
る
補
助
も
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答	

他
市
の
事
例
か
ら
、
補
助
額
が
非
常

に
高
額
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
財
政

的
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
の
医
療
費
助
成
を

拡
充
へ

　

３
月
17
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

子
供
の
医
療
費
助
成
の
県
内
の
状
況

は
。

答	

大
多
数
の
市
町
で
、
本
市
と
同
様
に

中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
や
入
院
に
係
る

医
療
費
の
助
成
を
実
施
、
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
を

要
し
な
い
現
物
給
付
方
式
を
採
用
し
て
い

る
の
は
、
３
市
の
み
で
す
。
本
市
は
子
供

を
も
つ
家
庭
に
よ
り
配
慮
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問	

子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
医
療
費
助
成

は
大
変
あ
り
が
た
い
が
、
一
方
で
、
不
要

な
受
診
を
増
や
さ
な
い
よ
う
な
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
対
策
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答	

子
供
の
健
康
管
理
は
保
護
者
が
責
任

を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
母
子
保
健
事
業

で
実
施
し
て
い
る
子
供
の
健
康
管
理
に
対

す
る
指
導
啓

発
の
充
実
を

図
る
こ
と
で

対
応
し
て
い

き
ま
す
。

民
間
住
宅
の
耐
震
対
策

支
援
の
促
進
を

３
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。主

な
質
疑
・
意
見
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問	

近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
巨
大

地
震
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
も
、
住
宅

の
耐
震
化
は
急
務
で
あ
る
。
市
や
県
の
耐

震
対
策
支
援
事
業
の
周
知
方
法
は
。

答	

住
宅
耐
震
に
対
す
る
市
民
の
認
識
が

ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
県
と
共
同

で
住
宅
密
集
地
を
重
点
的
に
支
援
事
業
の

周
知
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

問	

生
活
の
中
心
と
な
る
住
居
の
一
部
に

対
す
る
耐
震
化
も
補
助
対
象
と
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答	

住
宅
耐
震
化
促
進
の
方
策
と
し
て
、

先
進
地
の
事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

　

委
員
会
の
現
地
視
察
と
し
て
、
25
日
に

海
上
よ
り
坂
出
港
の
現
状
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

市
民
に
開
か
れ
、
市
民

が
気
軽
に
訪
れ
ら
れ
る

新
議
場
に
向
け
て
！

平
成
24
年
11
月
に
新
庁
舎

建
設
市
民
会
議
が
発
足
し
、

新
庁
舎
の
建
設
着
手
に
向
け

て
本
格
的
な
議
論
が
始
ま
る
と
と
も
に
、

平
成
25
年
１
月
臨
時
会
で
当
委
員
会
を
設

置
し
、
執
行
部
の
提
案
に
対
し
て
、
市
民

の
利
便
性
を
重
点
に
考
察
、
検
証
を
加
え

る
こ
と
、
ま
た
、
議
場
や
議
員
控
室
な
ど

議
会
関
係
の
配
置
に
関
し
、
よ
り
よ
い
姿

に
導
く
こ
と
を
眼
目
に
、
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
で

は
、現
庁
舎
跡
地
で
の
建
て
替
え
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
に
新
庁
舎
の
完
成
を
目
指
す

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た
基
本
理
念

等
を
も
と
に
、
新
庁
舎
の
具
体
的
な
整
備

方
針
や
配
置
構
成
の
検
討
を
行
う
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
。

委
員
会
で
は
、
議
場

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

も
と
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
整
備
し
議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
可
能
と
す
る
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
市
民

会
議
で
の
議
論
を
経

て
、
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
す
。

総務
消防

市民
建設

新庁舎建設
特別委員会

教育
民生
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市 長 提 出 議 案
原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

反対意見（要旨）国保会計の赤字は国民健康保険税の値上げではなく、市税の繰り入れで補填すべきである。

賛成　19名

反対　 1名

市 長 提 出 議 案

賛成　19名

反対　反対　 1名

可決
斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、脇　芳美
村井孝彦、楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介
前川昌也、大藤匡文、松田　実、若杉輝久、松成国宏
吉田耕一、中河哲郎、山条忠文、東山光徳

野角満昭

議案第 40号
坂出市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例制定

市 長 提 出 議 案

反対意見（要旨）同和対策事業（脇議員、野角議員）、ごみ処理手数料有料化事業（野角議員）に関し反対である。

原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

賛成　18名

反対　 2名賛成　18名

反対　反対　 2名

可決
斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、村井孝彦
楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介、前川昌也
大藤匡文、松田　実、若杉輝久、松成国宏、吉田耕一
中河哲郎、山条忠文、東山光徳

脇　芳美、野角満昭

議案第 53号
平成 26年度坂出市一般会計
予算案

市 長 提 出 議 案

反対意見（要旨）国民健康保険税の値上げを前提とした予算に反対である。

原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、脇　芳美
村井孝彦、楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介
前川昌也、大藤匡文、松田　実、若杉輝久、松成国宏
吉田耕一、中河哲郎、山条忠文、東山光徳

野角満昭

議案第 54号
平成 26年度坂出市国民健康
保険特別会計予算案

市 長 提 出 議 案

反対意見（要旨）高齢者の人権、尊厳を擁護する立場から当該医療制度の廃止を求める。

原
案
可
決
に

賛　

成

反
対

斉藤義明、出田泰三、若谷修治、茨　智仁、脇　芳美
村井孝彦、楠井常夫、末包保広、別府健二、植條敬介
前川昌也、大藤匡文、松田　実、若杉輝久、松成国宏
吉田耕一、中河哲郎、山条忠文、東山光徳

野角満昭

議案第 63号
平成 26年度坂出市後期高齢
者医療特別会計予算案

全
議
員
が
賛
成
し
た
議
案

（
可
決･

同
意
）

市 長 提 出 議 案

予 　 算

条 　 例

そ の 他

平成 26年度坂出市国民健康保険与島診療所特別会計予算案　など予算案　17件

坂出市地域の元気臨時基金条例制定　など条例案　12件

坂出市公平委員会委員の選任　など人事案件　２件

市道路線の廃止　などその他案件　４件

賛成　19名

反対　 1名

議案第 54号
平成 26年度坂出市国民健康
保険特別会計予算案賛成　19名

反対　反対　 1名

可決

賛成　19名

反対　 1名

議案第 63号
平成 26年度坂出市後期高齢
者医療特別会計予算案賛成　19名

反対　反対　 1名

可決

議員数＝ 22名　　表決参加議員数＝ 20名
会議に欠席した議員＝１名
※議長は表決には加わりません。

議員数＝ 22名　　表決参加議員数＝ 20名
会議に欠席した議員＝１名
※議長は表決には加わりません。

平成 26 年
３月定例会の審議結果

議案内容等の詳細は、
坂出市議会ホームペー
ジ【議案内容等・審議
結果】をご覧ください。
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政務活動費収支報告
　政務活動費とは、地方自治法に基づき、市長が議員
の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一
部として交付するものです。その交付額や交付対象に
ついては坂出市議会政務活動費の交付に関する条例で
定めており、各会派に対し１人当たり年額 25	万円を
交付しています。

平成 25 年度の収支状況をお知らせします

会派名 新政会 市民グルー
プ未来の会

公明党議
員会 市民の声 改進の会 社会民主

党議員会
日本共産
党議員会 新緑 新夢会

会派人数 ７人 ５人 ２人 ２人 ２人 １人 １人 １人 １人

交付額 1,792,000 1,186,800 500,000 500,000 500,000 250,000 250,000 250,000 208,000

使　

途　

の　

内　

訳　

調査研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研修費 59,170 70,780 266,630 374,100 0 229,650 0 71,200 42,610

会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調査旅費 1,256,210 693,150 0 11,200 0 0 0 0 73,710

要請・陳情
活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 0 0 0 0 0 6,068 0 0 0

資料購入費 0 41,000 29,100 0 0 4,000 0 0 0

広報費 52,500 198,450 0 73,500 0 0 250,000 0 0

広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

残　額 424,120 183,420 204,270 41,200 500,000 10,282 0 178,800 91,680

（単位	円）

※会派構成に変更があったため１人当たりの交付額が 25	万円に満たない会派があります。

使途の内容
・調査研究費…………調査研究及び調査委託に関する経費
・研修費………………研修会、講演会等への参加に要する経費
・会議費………………各種会議に要する経費
・調査旅費……………先進地調査又は現地調査に要する経費
・要請・陳情活動費…要請、陳情活動を行うために必要な経費
・資料作成費…………必要な資料の作成に要する経費
・資料購入費…………必要な図書、資料等の購入に要する経費
・広報費………………市政について住民に報告するために要する経費
・広聴費………………市政等に対する要望や意見の聴取等に要する経費
・人件費………………政務調査活動を補助する職員を雇用する経費

使途の詳細については市議会ホー
ムページをご覧ください。
また、研修会や行政視察
の報告書は議会事務局で
閲覧できます。



昭和52年２月１日に創刊された議会だよりも
今号で150号を迎えました。
大橋記念図書館で議会だよりや議会に対する
意見を聞いてみました。

Ａ１
　議会だより創刊第150号おめでとうございます。議会
だよりは毎回必ず目を通します。議員が質問した内容な
どが分かって良いと思います。

Ａ２
　一方的に議会活動を報告するのではなく、市民の意見
が反映できるような紙面づくりも必要では。期間限定の
お試し企画で、議会だよりモニター制度なんか取り入れて
もいいんじゃないかなぁ。

Ａ１
　市の広報と一緒に送られてくるので、
議会だよりのことは知ってます。でも、内
容をしっかり読みこむってことは少ない
かな。

Ａ２
　私たちがせっかく選んだ議員が議会
でどんな活動をしているのかが分かりづ
らい気もします。議員の普段の活動が紙
面を通して伝われば、もっと議会が身近
に感じられると思います。

Ｑ１　議会だよりは読まれていま

すか？

Ｑ２　これからの議会だよりに望

むことは？

質 問質 問

図書館友の会　会長
石井雍大さん（青葉町）

金田友実さん　
　　彩ちゃん（新浜町）

V O I C EV O I C E

発行　坂出市議会　〒 762-8601 坂出市室町二丁目３番５号　TEL  0877-44-5022　FAX　0877-44-0558
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.city.sakaide.lg.jp 　E-mail　gikai1@city.sakaide.lg.jp

　まずもって、150号記念の議会だより編集後記まで熱心に
目を通していただきました皆様に心より感謝申し上げます。
市民の皆様と議会の架け橋として発行を重ねること 150 回。
この間の編集に携わった歴代の委員，議会事務局の担当の方々
の労に報いるためにも、これからが正念場と思いを新たにす
るところです。

　今後も、より市民の皆様の目線に立って
市民ニーズを敏感にキャッチし、それに応
えられる的確な議会情報を提供できるよ
う、努力を惜しまないことをお誓い申し上
げ、記念号の結びとさせていただきます。
 （村井）

記
後
集
編

発行　坂出市議会　〒 762-8601 坂出市室町二丁目３番５号　TEL  0877-44-5022　FAX　0877-44-0558

臨時会を５月中旬に、
６月定例会を６月中
旬に開催予定です

◎坂出市公平委員会委員

　　中川　英世　廣瀬　碧 

◎坂出市固定資産
　　　　評価審査委員会委員

　　野田　邦男　中村　康男
　　今池　良雄

３月定例会で同意した
　　人事案件【敬称略】

広報広聴委員会

委 員 長：	 出田泰三
副委員長：	 若谷修治
委 員：
　茨　智仁　村井孝彦
　植條敬介　松田　実
　若杉輝久　木下　清

150号記念プレゼント さかいでブランド詰め合わせセット（1,500 円相当)を

　　　　　　　　　　　　　　　　　15名様に!

議会だよりが創刊されたのは、

　　　　　昭和○○年２月１日

　　　　○○にはいる数字は？

クイズの答え・議会だよりの感想（必須）・
住所・氏名・年齢・電話番号をはがきに
書いてお送りください。

〒762-8601（住所は不要です）
坂出市議会事務局「150号記念プレゼント係」
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただき
ます。
※いただいた個人情報は厳重に管理・保護いたします。

ク イ ズ

応募方法

応 募 先

さかいでブランド をご存じですか？
坂出にこだわった坂出ならではの逸品を集めた

「さかいでブランド」　認定マークが目印です
詳しくは産業課まで　℡ 0877-44-5012


